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Ⅴ．弁・栓類設置要領 
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  歩道用平板ﾌﾞﾛｯｸ 300×300×60 

（管径に合わせた枚数使用） 

１．目的 

この要領は仕切弁、空気弁、消火栓及び、筺、覆類の設置に関して定めるものである。 

（１）仕切弁、水道用(不凍)急速空気弁、消火栓等付属設備は、設計図又は施工標準図に基づき設

置すること。 

（２）弁類の設置にあたっては、正確に芯出しを行い、床を充分に突き固めたうえ、歩道用平板ﾌﾞ

ﾛｯｸ等を設置し、沈下や傾斜及び開閉軸の偏芯が生じないようにすること。 

（３）消火栓付属施設の弁筐は「消火栓」の文字を入れ赤色とすること。 

（４）排泥弁の弁筐は「排泥弁」の文字を入れること。 

 

２．筐・ﾌﾞﾛｯｸ設置の共通事項 

（１） 弁筐の周囲は後で沈下しやすいので、特に入念に転圧すること。 

（２） 舗装本復旧の際、弁筐との擦り付けが出来形管理基準どおりになるように調整すること。 

    ※縦断・横断勾配関係で段差が著しく生じる場合には監督員と協議すること。 

（３） 道路工事などに伴う筐の高さ調整は、ネジ式の利点を利用し調整すること。 

 

３．仕切弁筐の設置 

（１） 仕切弁のｽﾋﾟﾝﾄﾞﾙが仕切弁筐の中心になるように設置すること。 

（２） 仕切弁と仕切弁筐との間には、硬質塩化ﾋﾞﾆｰﾙ管（VU）を設置して土砂等の進入を防ぐ措置

を施すこと。 

    

     【仕切弁筐】設置例 
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４．水道用急速空気弁・筐の据付け 

（１）空気弁及びﾊﾝﾄﾞﾙ付きﾌﾗﾝｼﾞ仕切弁(補修弁)の設置にあたっては、分岐チーズ管芯を水平に保

ち支管のﾌﾗﾝｼﾞ面が水平になるように設置すること。 

 （２）空気弁、補修弁の設置に先立ち、弁の開閉方向を確認するとともに、弁体の異常の有無を確

認すること。 

 （３）空気弁取り付けにあたっては、地表面と空気弁との間隔を 20cm 程度となるように、ﾌﾗﾝｼﾞ

短管により調整すること。 

（４）筐の据付けにあたっては基礎砕石（RC-40等）を充分に締め固めた後、底蓋の設置を行い沈

下や傾斜が生じないようにすること。また、鉄蓋設置の際には路面高に合わせ、段差が生じ

ないように入念に据付けると共に、舗装本復旧時には、より入念な擦りつけを行うこと。 

   ※縦断・横断勾配関係で段差が著しく生じる場合には監督員と協議すること。 

（５）設置完了時には、空気弁、補修弁を「開」の状態にしておくこと。 

 

【空気弁筐】設置例 
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５．地上式単口消火栓の設置 

 

（１）消火栓の設置にあたり、設置場所が民地の場合は地権者の同意が得られていることを確認し

て指定の位置に確実に設置すること。 

 （２）基礎砕石(RC-40 等)を充分に突き固めたうえ、歩道用平板ﾌﾞﾛｯｸを設置し、沈下や傾斜が生

じないようにすること。 

 （３）弁胴に対し吸出防止不織布を確実に巻きつけ、周囲の砕石等が流入しないようにすること。 

 （４）地表面から 5cm 程度基礎ｺﾝｸﾘｰﾄの天端を上げ、基礎ｺﾝｸﾘｰﾄの天端から消火栓本体のﾌﾗﾝｼﾞを

10cm程度上げて基礎ｺﾝｸﾘｰﾄを打設すること。 

 

【消火栓】設置例 

 


